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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シフトレジスタであって、
　電圧シフトモジュールと、電圧逆方向モジュールと、補充電圧モジュールと、電圧シフ
ト制御モジュールと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートとを有し、
　電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧信号の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電
圧を受け付け、第２の起動電圧信号の制御のもとで、受け付けた起動電圧と同じ方向の電
圧を前記第２の出力ポートから出力し、同時に電圧逆方向モジュールに出力し、
　電圧逆方向モジュールは、電圧シフトモジュールに接続され、受け付けた前記電圧シフ
トモジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と
逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、同時に補充電圧モジュールに出力し
、第１の起動電圧信号と起動電圧源の提供する電圧、あるいは第３の起動電圧信号と起動
電圧源が提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポー
トから出力し、同時に補充電圧モジュールに出力し、
　補充電圧モジュールは、電圧逆方向モジュールと電圧シフトモジュールとに接続され、
受け付けた前記電圧逆方向モジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制
御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力した場合、前記第
２の出力ポートから前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、同時に電圧逆方向モジュール
に出力し、
　電圧シフト制御モジュールは電圧シフトモジュールに接続され、第３の起動電圧信号と
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逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、電圧シフトモジュールのオフを制御する、
シフトレジスタ。
【請求項２】
　前記第１の起動電圧信号は第１のクロック信号（ＣＬＫ１）であり、前記第２の起動電
圧信号は第２のクロック信号（ＣＬＫ２）であり、前記第３の起動電圧信号は第３のクロ
ック信号（ＣＬＫ３）である請求項１に記載のシフトレジスタ。
【請求項３】
　前記電圧シフトモジュールは、
　第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）の制御のもとでスイッチ操作を行い、受け付けた前記
起動電圧と同じ方向の電圧を、充電電圧として第１のコンデンサに出力し、制御電圧とし
て第２のスイッチ素子に出力するように制御する第１のスイッチ素子と、
　第１のスイッチ素子がオンになって起動電圧と同じ方向の電圧を受け付けたとき、第２
のスイッチ素子に一つの駆動制御電圧を提供するように充電を行う第１のコンデンサと、
　第１のスイッチ素子が出力する起動電圧、第１のコンデンサが提供する駆動制御電圧あ
るいは第１の制御素子が出力する逆方向電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電
圧が第２の出力ポートから出力するように制御する第２のスイッチ素子と、を有し、
　前記電圧逆方向モジュールは、
　第３のスイッチ素子が出力する起動電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電
圧源が第４のスイッチ素子を通じて第１の出力ポートから出力するように制御する第４の
スイッチ素子と、
　第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が充
電電圧として第２のコンデンサに出力し、制御電圧として第６のスイッチ素子に出力する
ように制御する第５のスイッチ素子と、
　第４のスイッチ素子がオンになって逆方向電圧源を受け付けたとき、第６のスイッチ素
子をオフにする第２のコンデンサと、
　第５のスイッチ素子、第７のスイッチ素子が出力する制御電圧あるいは第２のコンデン
サの制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が第１の出力ポートから出力するよう
に制御する第６のスイッチ素子と、
　第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が制
御電圧として第６のスイッチ素子に出力するように制御する第７のスイッチ素子と、を有
し、
　前記補充電圧モジュールは、
　第１の出力ポートが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電圧源が
オフ電圧として第４のスイッチ素子に出力し、且つ逆方向電圧源を第２の出力ポートｋら
出力するように制御する第３の制御素子と、を有し、
　前記電圧シフト制御モジュールは、
　第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）の制御のもとでスイッチ操作を行い、第１のコンデン
サが逆方向電圧源と接続した後に放電するように制御し、逆方向電圧源が制御電圧として
第２のスイッチ素子に出力するように制御する第１の制御素子と、を有し、
　逆方向電圧源は起動電圧シフトモジュールの電圧と逆方向の電圧を出力するために用い
られ、
　起動電圧源は起動電圧シフトモジュールの電圧と同じ方向の電圧を出力するために用い
られる請求項１または請求項２に記載のシフトレジスタ。
【請求項４】
　当該シフトレジスタは、更に、
　電圧シフトモジュールと電圧逆方向モジュールに接続され、起動電圧源が提供する電圧
の制御のもとで、受け付けた電圧シフトモジュールが出力した電圧を電圧安定させた後に
第２の出力ポートから出力し、且つ電圧逆方向モジュールに出力するために用いられる電
圧安定モジュールと、
　電圧逆方向モジュールと電圧安定モジュールに接続され、受け付けた前記電圧逆方向モ
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ジュールが第１の出力ポートから出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のも
とで、電圧逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力したときに、電圧安定モ
ジュールをオフにするために用いられる電圧安定制御モジュールと、を有する請求項１な
いし請求項３のいずれかに記載のシフトレジスタ。
【請求項５】
　前記電圧安定モジュールは、
　第２のスイッチ素子が出力する制御電圧あるいは第２の制御素子が出力する制御電圧の
制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源が制御電圧として第４のスイッチ素子に出
力するように制御し、起動電圧源が第２の出力ポートから出力するように制御する第３の
スイッチ素子と、を有し、
　前記電圧安定制御モジュールは、
　第１の出力ポートが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、逆方向電圧源が
オフ電圧として第３のスイッチ素子に出力するように制御する第２の制御素子と、を有す
る請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項６】
　前記第１ないし第７のスイッチ素子、第１の制御素子ないし第３の制御素子がＮ型電界
効果トランジスタである場合、前記逆方向電圧源は低電圧源（Ｖｇｌ）であり、前記起動
電圧源は高電圧源（Ｖｇｈ）であり、且つ、
　第１のスイッチ素子は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）を有し、当該第１の薄膜トラ
ンジスタは第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、起動電圧と
同じ方向の電圧を受け付ける一つのドレイン極と、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲ
ート極と第１のコンデンサの一端に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のスイッチ素子は、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）を有し、当該第２の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ２）は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、第２の起動電圧信号（ＣＬＫ２）を受け付ける一つのドレイン極と、第３の薄
膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１のコンデンサの一端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続され、他
端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続され、
　第３のスイッチ素子は、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）を有し、当該第３の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ３）は、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第４の薄膜トランジス
タ（Ｍ４）のゲート極と第２の出力ポートに接続される一つのソース極とを有し、
　第４のスイッチ素子は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）を有し、当該第４の薄膜
トランジスタ（Ｍ４）は、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つ
のゲート極と、第１の出力ポートに接続される一つのドレイン極と、低電圧源（Ｖｇｌ）
を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第５のスイッチ素子は、第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）を有し、当該第５の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ５）は、第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、
高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）
のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のコンデンサの一端は前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のゲート極に接続され
、他端は前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のソース極に接続され、
　第６のスイッチ素子は、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）を有し、当該第６の薄膜
トランジスタは、前記第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）と第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７
）のソース極に接続される一つのゲート極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのド
レイン極と、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続され、第１の出力ポー
トに接続される一つのソース極とを有し、
　第７のスイッチ素子は、前記第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７）を有し、当該第７の薄膜
トランジスタ（Ｍ７）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極
と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ
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６）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１の制御素子は、第８の薄膜トランジスタ（Ｍ８）を有し、当該第８の薄膜トランジ
スタ（Ｍ８）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、第２
の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、低電圧源（Ｖ
ｇｌ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第２の制御素子は、第９の薄膜トランジスタ（Ｍ９）を有し、当該第９の薄膜トランジ
スタ（Ｍ９）は、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲー
ト極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第３の制御素子は、第１０の薄膜トランジスタ（Ｍ１０）を有し、当該第１０の薄膜ト
ランジスタは、第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲート
極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つのドレイン極と、低
電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのソース極と、を有する請求項５に記載のシフトレジ
スタ。
【請求項７】
　前記第１ないし第７のスイッチ素子、第１の制御素子ないし第３の制御素子がＰ型電界
効果トランジスタである場合、前記逆方向電圧源は高電圧源（Ｖｇｈ）であり、前記起動
電圧源は低電圧源（Ｖｇｌ）であり、且つ、
　第１のスイッチ素子は、第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）を有し、当該第１の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ１）は第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、起
動電圧と同じ方向の電圧を受け付ける一つのドレイン極と、第２の薄膜トランジスタ（Ｍ
２）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のスイッチ素子は、前記第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）を有し、当該第２の薄膜
トランジスタ（Ｍ２）は、前記第１の薄膜トランジスタ（Ｍ１）のソース極に接続される
一つのゲート極と、第２の起動電圧信号（ＣＬＫ２）を受け付ける一つのドレイン極と、
第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１のコンデンサの一端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続され、他
端は第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続され、
　第３のスイッチ素子は、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）を有し、当該第３の薄膜
トランジスタ（Ｍ３）は、前記第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のソース極に接続される
一つのゲート極と、低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第４の薄膜ト
ランジスタ（Ｍ４）のゲート極と第２の出力ポートに接続される一つのソース極とを有し
、
　第４のスイッチ素子は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）を有し、当該第４の薄膜
トランジスタ（Ｍ４）は、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される
一つのゲート極と、第１の出力ポートに接続される一つのドレイン極と、高電圧源（Ｖｇ
ｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第５のスイッチ素子は、第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）を有し、当該第５の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ５）は、第１の起動電圧信号（ＣＬＫ１）を受け付ける一つのゲート極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）
のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第２のコンデンサの一端は第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のゲート極に接続され、他
端は第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）のソース極に接続され、
　第６のスイッチ素子は、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ６）を有し、当該第６の薄膜
トランジスタは、前記第５の薄膜トランジスタ（Ｍ５）のソース極に接続される一つのゲ
ート極と、低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、第１の出力ポートに接
続される一つのソース極とを有し、
　第７のスイッチ素子は、第７の薄膜トランジスタ（Ｍ７）を有し、当該第７の薄膜トラ
ンジスタ（Ｍ７）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、
低電圧源（Ｖｇｌ）を受け付ける一つのドレイン極と、前記第６の薄膜トランジスタ（Ｍ
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６）のゲート極に接続される一つのソース極とを有し、
　第１の制御素子は、第８の薄膜トランジスタ（Ｍ８）を有し、当該第８の薄膜トランジ
スタ（Ｍ８）は、第３の起動電圧信号（ＣＬＫ３）を受け付ける一つのゲート極と、前記
第２の薄膜トランジスタ（Ｍ２）のゲート極に接続される一つのドレイン極と、高電圧源
（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第２の制御素子は、第９の薄膜トランジスタ（Ｍ９）を有し、当該第９の薄膜トランジ
スタ（Ｍ９）は、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つの
ゲート極と、第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のゲート極に接続される一つのドレイン極
と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極とを有し、
　第３の制御素子は、第１０の薄膜トランジスタ（Ｍ１０）を有し、当該第１０の薄膜ト
ランジスタは、前記第４の薄膜トランジスタ（Ｍ４）のドレイン極に接続される一つのゲ
ート極と、前記第３の薄膜トランジスタ（Ｍ３）のソース極に接続される一つのドレイン
極と、高電圧源（Ｖｇｈ）を受け付ける一つのソース極と、を有する請求項５に記載のシ
フトレジスタ。
【請求項８】
　シフトレジスタがシフトを実現する方法であって、前記シフトレジスタは、電圧シフト
モジュールと、電圧逆方向モジュールと、補充電圧モジュールと、電圧シフト制御モジュ
ールと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートとを有し、当該方法は、
　電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電圧を
受け付け、第２の起動電圧信号の制御のもとで第２の出力ポートから起動電圧と同じ方向
の電圧を出力し、
　電圧逆方向モジュールは、受け付けた電圧シフトモジュールが出力した電圧の制御のも
とで、起動電圧と逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、第１の起動電圧と
第３の起動電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポートから
出力し、
　補充電圧モジュールは、受け付けた前記電圧逆方向モジュールが出力した電圧の制御の
もとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出力した場合に、前記第２の出力ポートから
前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、
　電圧シフト制御モジュールは、受け付けた第３の起動電圧の制御のもとで、電圧逆方向
モジュールが起動電圧を出力した場合に、電圧シフトモジュールのオフを制御する方法。
【請求項９】
　駆動回路であって、第１段のシフトレジスタと、最後の段のシフトレジスタと、少なく
とも一つの中間の段のシフトレジスタを有し、それぞれのシフトレジスタは請求項１～７
のいずれかに記載のシフトレジスタであり、前記シフトレジスタ間はカスケード接続方式
で接続され、一段上のシフトレジスタにおける第２の出力ポートは一段下のシフトレジス
タの電圧シフトモジュールに接続され、
　第１段のシフトレジスタは、外部電圧を受け付け、第２の出力ポートから一段下のシフ
トレジスタに電圧を出力し、且つ第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力する電圧
と逆方向の電圧を出力するために用いられ、
　それぞれの中間の段のシフトレジスタは、一段上のシフトレジスタの第２の出力ポート
が出力する電圧を受け付け、各自の第２の出力ポートから一段下のシフトレジスタに電圧
を出力し、且つ各自の第１の出力ポートから各自の第２の出力ポートが出力する電圧と逆
方向の電圧を出力するために用いられ、
　最後の段のシフトレジスタは、一段上のシフトレジスタの第２の出力ポートが出力する
電圧を受け付け、且つ第１の出力ポートからその第２の出力ポートが出力する電圧と逆方
向の電圧を出力するために用いられ、
　一段上のシフトレジスタの第１の起動電圧信号のオフを制御した後、一段下のシフトレ
ジスタの第１の起動電圧信号のオンを制御する、駆動回路。
【請求項１０】
　表示装置であって、請求項９に記載の駆動回路を有する表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示技術分野に関し、特にシフトレジスタ、駆動回路、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的なシフトレジスタの出力特性はシフトレジスタを構成するＴＦＴ極性と関係する
。即ち、Ｎ型ＴＦＴシフトレジスタの作業区間は高電圧Ｖｇｈを出力し、Ｐ型ＴＦＴシフ
トレジスタの作業区間は低電圧Ｖｇｌを出力する。従来のシフトレジスタは同時に低電圧
と高電圧を出力することはできない。
【０００３】
　また、補償機能を有するＡＭＯＬＥＤ（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｏｒｇａｎｉｃ
　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：アクティブマトリックス有機ＬＥＤパネ
ル）の画素構造の回路において、電圧自体を起動電圧として起動しなければならないだけ
でなく、起動電圧と逆方向の電圧も起動電圧としなければならない。図１に示すＰ型ＴＦ
Ｔ補償型画素構造は５つの駆動信号を必要とし、ＤＡＴＡ（データ）信号１１とＶＤＤ（
電源）信号１４はＳｏｕｒｃｅＩＣ（駆動回路基板）によって直接提供され、その他の３
つの信号はシフトレジスタによって画素構造に入力され、このうち、ＧＡＴＥ（ゲート）
信号１２とＲＥＳＥＴ（リセット）信号１３の起動電圧は低電圧であるが、ＥＭＩＳＳＩ
ＯＮ（発光）信号１５の起動電圧は高電圧である。したがって、従来のシフトレジスタは
低電圧であるＧＡＴＥ（ゲート）とＲＥＳＥＴ（リセット）信号及び高電圧であるＥＭＩ
ＳＳＩＯＮ信号を同時に提供する目的を果たせない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例は、シフトレジスタであって、受け付けた起動電圧を遅延して出力でき
、遅延して出力する起動電圧と逆方向の逆方向電圧も同時に出力できるシフトレジスタを
提供する。
【０００５】
　本発明の実施例は、シフトレジスタであって、電圧シフトモジュールと、電圧逆方向モ
ジュールと、補充電圧モジュールと、電圧シフト制御モジュールと、第１の出力ポートと
、第２の出力ポートとを有し、電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧信号の制御のも
とで起動電圧と同じ方向の電圧を受け付け、第２の起動電圧信号の制御のもとで、受け付
けた起動電圧と同じ方向の電圧を、前記第２の出力ポートから出力し、同時に電圧逆方向
モジュールに出力し、電圧逆方向モジュールは、電圧シフトモジュールに接続され、受け
付けた前記電圧シフトモジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御の
もとで、起動電圧と逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、同時に補充電圧
モジュールに出力し、第１の起動電圧信号と起動電圧源の提供する電圧、あるいは第３の
起動電圧信号と起動電圧源が提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を
前記第１の出力ポートから出力し、同時に補充電圧モジュールに出力し、補充電圧モジュ
ールは、電圧逆方向モジュールと電圧シフトモジュールとに接続され、受け付けた前記電
圧逆方向モジュールが出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、電圧
逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力した場合、前記第２の出力ポートか
ら前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、同時に電圧逆方向モジュールに出力し、電圧シ
フト制御モジュールは電圧シフトモジュールに接続され、第３の起動電圧信号と逆方向電
圧源が提供する電圧の制御のもとで、電圧シフトモジュールのオフを制御する、シフトレ
ジスタを提供する。
【０００６】
　本発明の実施例は、更に、シフトレジスタが実現するシフト方法であって、前記シフト
レジスタは、電圧シフトモジュールと、電圧逆方向モジュールと、補充電圧モジュールと
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、電圧シフト制御モジュールと、第１の出力ポートと、第２の出力ポートとを有し、当該
方法は、電圧シフトモジュールは、第１の起動電圧の制御のもとで起動電圧と同じ方向の
電圧を受け付け、第２の起動電圧の制御のもとで第２の出力ポートから起動電圧と同じ方
向の電圧を出力し、電圧逆方向モジュールは、受け付けた電圧シフトモジュールが出力し
た電圧の制御のもとで、起動電圧と逆方向の電圧を、前記第１の出力ポートから出力し、
第１の起動電圧と第３の起動電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１
の出力ポートから出力し、補充電圧モジュールは、受け付けた前記電圧逆方向モジュール
が出力した電圧の制御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出力した場合に、前
記第２の出力ポートから前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、電圧シフト制御モジュー
ルは、受け付けた第３の起動電圧の制御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出
力した場合に、電圧シフトモジュールのオフを制御する、シフト方法を提供する。
【０００７】
　本発明の実施例は、更に、駆動回路であって、第１段のシフトレジスタと、最後の段の
シフトレジスタと、少なくとも一つの中間の段のシフトレジスタを有し、それぞれのシフ
トレジスタは上記のシフトレジスタであり、前記シフトレジスタ間はカスケード接続方式
で接続され、一段上のシフトレジスタにおける第２の出力ポートは一段下のシフトレジス
タの電圧シフトモジュールに接続され、第１段のシフトレジスタの電圧シフトモジュール
は起動電圧と同じ方向の電圧を受け付け、第２の出力ポートから一段下のシフトレジスタ
の電圧シフトモジュールに電圧を出力し、第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力
する電圧と逆方向の電圧を出力し、それぞれの中間の段のシフトレジスタの電圧シフトモ
ジュールは一段上のシフトレジスタの第２の出力ポートが出力する電圧を受け付け、第２
の出力ポートから一段下のシフトレジスタの電圧シフトモジュールに電圧を出力し、且つ
第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力する電圧と逆方向の電圧を出力し、最後の
段のシフトレジスタの電圧シフトモジュールは一段上のシフトレジスタの第２の出力ポー
トが出力する電圧を受け付け、且つ第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力する電
圧と逆方向の電圧を出力し、一段上のシフトレジスタの第１の起動電圧信号のオフを制御
した後、一段下のシフトレジスタの第１の起動電圧信号のオンを制御する、駆動回路を提
供する。
【０００８】
　本発明の実施例は更に上記駆動回路を備える表示装置を提供する。
【０００９】
　本発明の実施例のシフトレジスタは、一段下のシフトレジスタに起動電圧を提供すると
同時に、起動電圧と逆方向の電圧を提供することによって、シフトレジスタに、一段下の
シフトレジスタの遅延された同じ方向の起動電圧のみならず、遅延された起動電圧と逆方
向の逆方向電圧を提供させるようにする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】Ｐ型ＴＦＴ補償型画素構造である。
【図２】本発明の実施例一における構造の模式図である。
【図３】本発明の具体的な実施例二における回路の構造の模式図である。
【図４】本発明の具体的な実施例三において、Ｎチャネル型ＴＦＴを採用する回路の構造
の模式図である。
【図５】本発明の具体的な実施例三において、Ｎチャネル型ＴＦＴを採用する回路のシー
ケンス図である。
【図６】本発明の具体的な実施例四において、Ｐチャネル型ＴＦＴを採用する回路の構造
の模式図である。
【図７】本発明の具体的な実施例四において、Ｐチャネル型ＴＦＴを採用する回路のシー
ケンス図である。
【図８】本発明の実施例における複数のシフトレジスタからなる駆動回路の構造の模式図
である。
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【図９】本発明の実施例における方法のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　シフトレジスタに、受け付けた電圧信号が遅延した後の電圧信号を出力させるのみなら
ず、同時に遅延した後の電圧信号と逆方向の電圧信号を出力させるために、本発明は逆方
向出力を有するシフトレジスタを提供する。
【００１２】
　以下に図面を用いて本発明の実施例における実施を説明する。本発明の実施例一は、図
２に示すように、逆方向出力を有するシフトレジスタであって、電圧シフトモジュール２
１と、電圧逆方向モジュール２２と、補充電圧モジュール２３と、電圧シフト制御モジュ
ール２４と、電圧安定モジュール２５と、電圧安定制御モジュール２６と、第１の出力ポ
ート３９ａと、第２の出力ポート３９ｂとを有する。
【００１３】
　本実施例における第１の起動電圧信号、第２の起動電圧信号、第３の起動電圧信号はそ
れぞれ第１のクロック信号、第２のクロック信号、第３のクロック信号である。
【００１４】
　本実施例における電圧シフトモジュール２１は、第１のクロック信号の制御のもとで、
起動電圧と同じ方向の電圧信号を受け付け、第２のクロック信号の制御のもとで、受け付
けた起動電圧と同じ方向の電圧信号を前記第２の出力ポートから出力し、同時に電圧安定
モジュール２５に出力する。
【００１５】
　電圧シフトモジュール２１が受け付ける電圧信号は外部のトリガ電圧信号であってもよ
く、カスケード方式を用いて接続される複数のシフトレジスタの組み合わせからなる駆動
回路の場合の一段上のシフトレジスタが出力する電圧信号でもよい。第１のクロック信号
が制御するときに限って電圧シフトモジュール２１は電圧信号を受け付けることができ、
第２のクロック信号が制御するときに電圧シフトモジュール２１は第２の出力ポート３９
ｂから受け付けた電圧信号を出力する。
【００１６】
　電圧安定モジュール２５は、起動電圧源が提供する電圧の制御のもとで、前記電圧シフ
トモジュール２１が出力する電圧と同じ方向であり且つ安定した電圧を前記第２の出力ポ
ート３９ｂから出力するために用いられる。電圧安定モジュール２５の入力端は、電圧シ
フトモジュール２１の出力ポートに接続され、電圧安定モジュール２５の出力ポートは電
圧逆方向モジュール２２の入力端に接続される。電圧安定モジュール２５は出力する電圧
が安定であり、且つ起動電圧と同じ方向の電圧であることを保証する。実際には、個別に
電圧シフトモジュール２１が出力する電圧と同じ方向の電圧源を使って安定した同じ方向
の電圧を提供してもよい。
【００１７】
　電圧逆方向モジュール２２は、電圧安定モジュール２５に接続され、受け付けた電圧安
定モジュール２５が出力する電圧信号と起動電圧源３４が提供する電圧制御のもとで、起
動電圧と逆方向の電圧信号を前記第１の出力ポート３９ａから出力し、同時に補充電圧モ
ジュール２３と電圧安定制御モジュール２６に出力し、第１のクロック信号と起動電圧源
３４が提供する電圧、あるいは第３のクロック信号と起動電圧源３４が提供する電圧の制
御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポート３９ａから出力し、同時
に補充電圧モジュール２３と電圧安定制御モジュール２６に出力するために用いられる。
【００１８】
　電圧逆方向モジュール２２は、電圧安定モジュール２５に接続される。電圧シフトモジ
ュール２１が出力する起動電圧を電圧安定モジュール２５に入力し、電圧安定モジュール
２５が出力する電圧を電圧逆方向モジュール２２に入力する。電圧逆方向モジュール２２
は電圧安定モジュール２５が出力する起動電圧と同じ方向の電圧、及び起動電圧源３４が
提供する電圧を受け付けると同時に、起動電圧と逆方向の電圧を出力し、第１のクロック
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信号と起動電圧源３４が提供する電圧、あるいは第３のクロック信号と起動電圧源３４が
提供する電圧の制御のもとで、起動電圧と同じ方向の電圧を前記第１の出力ポート３９ａ
から出力し、同時に補充電圧モジュール２３と電圧安定制御モジュール２６に出力する。
【００１９】
　実際には、電圧シフトモジュール２１と電圧逆方向モジュール２２は直接接続されても
よい。それは、電圧安定モジュール２５は、電圧シフトモジュール２１が出力する電圧を
更に安定させるために、電圧シフトモジュール２１と電圧逆方向モジュールの間に電圧安
定モジュール２５を付け加えるからである。しかし、電圧安定モジュール２５がなくても
、電圧シフトモジュール２１と電圧逆方向モジュール２２の機能は影響されない。電圧シ
フトモジュール２１は依然として受け付けた電圧をシフトして出力でき、電圧逆方向モジ
ュールは電圧シフトモジュール２１が出力した電圧を受け付け、逆方向の電圧を出力でき
る。
【００２０】
　補充電圧モジュール２３は、電圧逆方向モジュール２２に接続され、受け付けた前記電
圧逆方向モジュール２２が出力した電圧と逆方向電圧源３５が提供する電圧の制御のもと
で、電圧逆方向モジュールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力したときに、前記第２の出
力ポートから前記起動電圧と逆方向の電圧を出力し、同時に電圧逆方向モジュール２２に
出力するために用いられる。
【００２１】
　補充電圧モジュール２３は、電圧逆方向モジュール２２が出力する電圧の制御を受け、
電圧シフトモジュールが出力しないときに起動電圧と逆方向の電圧を第２の出力ポート３
９ｂから出力する。
【００２２】
　電圧シフト制御モジュール２４は、電圧シフトモジュール２１に接続され、第３のクロ
ック信号と逆方向電圧源３５が提供する電圧の制御のもとで、電圧シフトモジュール２１
のオフを制御するために用いられる。
【００２３】
　電圧シフト制御モジュール２４は、第３のクロック信号の制御を受け、続いて制御電圧
を電圧シフトモジュール２１に出力し、電圧シフト制御モジュール２４は電圧逆方向モジ
ュール２２が起動電圧と同じ方向の電圧を出力するときに、電圧シフトモジュール２１を
オフにする。
【００２４】
　電圧安定制御モジュール２６は、受け付けた前記電圧逆方向モジュールが第１の出力ポ
ートから出力した電圧と逆方向電圧源が提供する電圧の制御のもとで、電圧逆方向モジュ
ールが起動電圧と同じ方向の電圧を出力するときに、電圧安定モジュールをオフにするた
めに用いられる。
【００２５】
　電圧安定モジュール２５がなければ、電圧安定制御モジュール２６も必要ない。
【００２６】
　本実施例において、前記第１のクロック信号がオフになった後、第２のクロック信号は
オンになり、第２のクロック信号がオフになった後、第３のクロック信号はオンになり、
第３のクロック信号がオフになった後、第１のクロック信号はオンになる、といった具合
に類推する。
【００２７】
　電圧シフトモジュール２１は、第１のクロック信号の制御のもとで起動電圧と同じ方向
の電圧を受け付け、第２のクロック信号の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電圧を第２
の出力ポート３９ｂに出力し、第１のクロック信号と第３のクロック信号の制御のもとで
は電圧信号を出力しない。電圧逆方向モジュール２２は第１のクロック信号と第３のクロ
ック信号の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電圧を出力し、且つ第１の出力ポート３９
ａから出力し、第２のクロック信号の制御のもとで電圧逆方向モジュール２２は起動電圧
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と逆方向の電圧を第１の出力ポート３９ａに出力する。第１の出力ポート３９ａが起動電
圧と逆方向の電圧を出力したとき、第１の出力ポート３９ａが出力する電圧は、補充電圧
モジュール２３が第１の出力ポート３９ａの出力する電圧と逆方向の電圧を出力し、且つ
第２の出力ポート３９ｂから出力するように制御する。以上により、第２の出力ポート３
９ｂから出力される起動電圧は電圧シフトモジュール２１が受け付ける起動電圧と比べ、
一つのクロック信号分遅延し、第１の出力ポート３９ａから出力される電圧と第２の出力
ポート３９ｂから出力される電圧は完全に逆方向となる。このシフトレジスタは、受け付
けた電圧信号を遅延して出力し、同時に、遅延して出力した電圧信号と逆方向の電圧信号
を出力する目的を果たす。
【００２８】
　本実施例におけるシフトレジスタは、受け付けた電圧信号を遅延して出力することがで
き、且つ同時に、遅延して出力した電圧信号と逆方向の逆方向電圧を提供する。
【００２９】
　実施例二
　図３は本発明の具体的な回路構造の模式図を示している。
【００３０】
　本実施例において、ＣＬＫ１、ＣＬＫ２、ＣＬＫ３によって起動電圧信号を提供し、起
動電圧源３４と逆方向電圧源３５はそれぞれ起動電圧と同じ方向の電圧と起動電圧と逆方
向の電圧を提供する。このうち、ＣＬＫ１は１／３周期ごとに一つの長さ１／３周期の電
圧シフトモジュール起動電圧が出現し、ＣＬＫ２は１／３周期ごとに一つの長さ１／３周
期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起動電圧の出現は第１のクロック信号
の起動電圧より１／３周期遅れて出現し、ＣＬＫ３は１／３周期ごとに一つの長さ１／３
周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起動電圧は第２のクロック信号ＣＬ
Ｋ２の起動電圧より１／３周期遅れる。
【００３１】
　本実施例における電圧シフトモジュールは、第１のスイッチ素子３６ａと、第１のコン
デンサ３７ａと、第２のスイッチ素子３６ｂとを有する。
【００３２】
　第１のスイッチ素子３６ａは、ＣＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、受け付け
た起動電圧と同じ方向の電圧を、充電電圧として第１のコンデンサ３７ａに出力し、制御
電圧として第２のスイッチ素子３６ｂに出力するように制御する。
【００３３】
　第１のスイッチ素子３６ａの制御端はＣＬＫ１を受け付け、入力端は電圧信号を受け付
け、出力端は第２のスイッチ素子３６ｂの制御端に接続される。入力端が受け付ける電圧
信号は外部のトリガ電圧信号であってもよく、カスケード方式を用いて接続される複数の
シフトレジスタの組み合わせからなる駆動回路の場合の一段上のシフトレジスタが出力す
る電圧信号でもよい。
【００３４】
　第１のコンデンサ３７ａは、前記第１のスイッチ素子３６ａがオンし、起動電圧と同じ
方向の電圧を受け付けるとき、一つの駆動制御電圧を第２のスイッチ素子３６ｂに提供す
るように充電を行う
【００３５】
　第１のコンデンサ３７ａの一端は第２のスイッチ素子３６ｂの制御端に接続され、他端
は第２のスイッチ素子３６ｂの出力端に接続される。第１のスイッチ素子３６ａがオンに
なったときに、第１のコンデンサ３７ａは充電を開始し、第１のスイッチ素子３６ａがオ
フになったときは、第１のコンデンサ３７ａは第２のスイッチ素子３６ｂに電圧を提供す
る。
【００３６】
　第２のスイッチ素子３６ｂは、第１のスイッチ素子３６ａが出力する制御電圧、第１の
コンデンサ３７ａが提供する駆動制御電圧、あるいは第１の制御素子３８ａが出力する制
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御電圧の制御のもとで、スイッチ操作を行うことによって、ＣＬＫ２を制御電圧として第
３のスイッチ素子３６ｃに出力するように制御する。
【００３７】
　第２のスイッチ素子３６ｂの制御端は第１のスイッチ素子３６ａの出力端に接続され、
入力端はＣＬＫ２を受け付け、出力端は第３のスイッチ素子３６ｃの制御端に接続される
。
【００３８】
　前記電圧逆方向モジュールは第４のスイッチ素子３６ｄと、第５のスイッチ素子３６ｅ
と、第２のコンデンサ３７ｂと、第６のスイッチ素子３６ｆと、第７のスイッチ素子３６
ｇとを有する。
【００３９】
　第４のスイッチ素子３６ｄは、第３のスイッチ素子３６ｃが出力する制御電圧の制御の
もとでスイッチ操作を行い、逆方向電圧源３５が提供する電圧を第１の出力ポート３９ａ
から出力するように制御し、前記逆方向電圧源は該シフトレジスタの起動電圧と逆方向の
電圧であり、前記第１の出力ポート３９ａは本段のシフトレジスタの出力に用いられるこ
とができる。
【００４０】
　第４のスイッチ素子３６ｄの制御端は第３のスイッチ素子３６ｃの出力端に接続され、
入力端は逆方向電圧源３５が提供する電圧を受け付け、出力端は第１の出力ポート３９ａ
に接続される。
【００４１】
　第１のスイッチ素子ないし第４のスイッチ素子が順次オンになり、起動電圧と同じ方向
の起動電圧を起動電圧として一段後のシフトレジスタに出力するだけでなく、本段にも起
動電圧と逆方向の電圧を提供する。
【００４２】
　第５のスイッチ素子３６ｅは、ＣＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧
源３４が提供する電圧を充電電圧として第２のコンデンサ３７ｂに出力し、制御電圧とし
て第６のスイッチ素子３６ｆに出力するように制御する。
【００４３】
　第５のスイッチ素子３６ｅの制御端はＣＬＫ１を受け付け、入力端は起動電圧源３４が
提供する電圧を受け付け、入力端は第６のスイッチ素子３６ｆの制御端に接続される。
【００４４】
　第２のコンデンサ３７ｂは、第５のスイッチ素子３６ｅがオンのときに起動電圧源３４
が提供する電圧を受け付け、第４のスイッチ素子３６ｄがオンのときに第６のスイッチ素
子３６ｆをオフにする。
【００４５】
　第２のコンデンサ３７ｂの一端は第６のスイッチ素子３６ｆの制御端に接続され、他端
は第６のスイッチ素子３６ｆの出力端に接続される。
【００４６】
　第６のスイッチ素子３６ｆは、第５のスイッチ素子３６ｅ、第７のスイッチ素子３６ｇ
が出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源３４が第１の出力ポ
ート３９ａから出力するように制御する。
【００４７】
　第６のスイッチ素子３６ｆの制御端は第５のスイッチ素子３６ｅの出力端に接続され、
入力端は起動電圧源３４が提供する電圧を受け付け、出力端は第１の出力ポート３９ａに
接続される。
【００４８】
　第７のスイッチ素子３６ｇは、ＣＬＫ３の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧
源３４が提供する電圧を制御電圧として第６のスイッチ素子３６ｆに出力するように制御
し、起動電圧源３４が提供する電圧を第２のコンデンサ３７ｂに出力して充電させる。
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【００４９】
　第７のスイッチ素子３６ｇの制御端はＣＬＫ３を受け付け、入力端は起動電圧源３４に
接続され、出力端は第６のスイッチ素子３６ｆの制御端に接続される。
【００５０】
　前記補充電圧モジュールは第３の制御素子３８ｃとを有する。
【００５１】
　第３の制御素子３８ｃは、第１の出力ポート３９ａが出力する電圧の制御のもとでスイ
ッチ操作を行い、逆方向電圧源３５がオフ電圧として第４のスイッチ素子３６ｄに電圧信
号を出力するように制御し、且つ逆方向電圧源３５が出力した電圧信号を第２の出力ポー
ト３９ｂから出力する。
【００５２】
　第３の制御素子３８ｃの制御端は第１の出力端３９ａに接続され、入力端は逆方向電圧
源３５が出力する電圧信号を受け付け、出力端は第４のスイッチ素子３６ｄの制御端に接
続される。
【００５３】
　第５のスイッチ素子ないし第７のスイッチ素子は、第２の制御素子と第３の制御素子が
オンになった後に第３のスイッチ素子、第４のスイッチ素子及び第２の出力ポートの出力
を制御するように、第１の出力ポートに起動電圧を提供する。
【００５４】
　前記電圧シフト制御モジュールは第１の制御素子３８ａとを有する。
【００５５】
　第１の制御素子３８ａは、ＣＬＫ３の制御のもとでスイッチ操作を行い、第１のコンデ
ンサ３７ａが逆方向電圧源３５と接続された後に放電するように制御する。
【００５６】
　第１の制御素子３８ａの制御端はＣＬＫ３を受け付け、入力端は逆方向電圧源３５に接
続され、出力端は第２のスイッチ素子３６の制御端に接続される。
【００５７】
　前記電圧安定モジュールは第３のスイッチ素子３６ｃを有する。
【００５８】
　第３のスイッチ素子３６ｃは、第２のスイッチ素子３６ｂが出力する制御電圧或は第２
の制御素子３８ｂが出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、起動電圧源３
４が制御電圧として第４のスイッチ素子３６ｄに出力するように制御し、起動電圧源が第
２の出力ポート３９ｂから出力するように制御し、前記第２の出力ポート３６ｂは一段下
のシフトレジスタに起動電圧を提供するために用いられ、前記起動電圧源は当該シフトレ
ジスタの起動電圧と同じ電圧である。
【００５９】
　第３のスイッチ素子３６ｃの制御端は第２のスイッチ素子３６ｂの出力端に接続され、
入力端は起動電圧源３４を受け付け、出力端は第４のスイッチ素子３６ｄの制御端に接続
される。
【００６０】
　前記電圧安定制御モジュールは第２の制御素子３８ｂとを有する。
【００６１】
　第２の制御素子３８ｂの出力端は第３のスイッチ素子３６ｃの制御端に接続される。
【００６２】
　第２の制御素子３８ｂがオンになった後、第３のスイッチ素子３６ｃをオフにする。
【００６３】
　第２の出力ポート３９ｂが出力するのは受け付けた電圧信号より遅延した後の電圧信号
であり、当該信号は複数のシフトレジスタからなる駆動回路において、一段下のシフトレ
ジスタに入力する信号としてもよい。また、第１の出力ポート３９ａが出力するのは第２
の出力ポート３９ｂが出力する電圧信号と逆方向の電圧信号であり、同時に逆方向電圧信
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号による駆動が必要な回路に提供するために用いられる。
【００６４】
　本実施例の作業シーケンスフローは以下の通りである。ＣＬＫ１が起動電圧と同じ方向
の電圧を出力した場合、第１のスイッチ素子３６ａはオンになり、第１のスイッチ素子３
６ａが受け付けた起動電圧と同じ方向の電圧は第２のスイッチ素子３６ｂに出力され、且
つ第１のコンデンサ３７ａに出力され充電する。
【００６５】
　第５のスイッチ素子３６ｅはＣＬＫ１が出力した起動電圧と同じ方向の電圧の制御のも
とでオンになり、起動電圧源３４は第５のスイッチ素子３６ｅを通じて第６のスイッチ素
子３６ｆに出力し、且つ第２のコンデンサ３７ｂを充電し、第６のスイッチ素子３６ｆは
起動電圧源の制御のもとでオンになり、起動電圧源３４は第６のスイッチ素子３６ｆを通
じて第１の出力ポート３９ａから起動電圧を出力する。
【００６６】
　第２の制御素子３８ｂと第３の制御素子３８ｃは第１の出力ポート３９ａが出力する起
動電圧の制御のもとでオンになり、逆方向電圧源３５は第２の制御素子３８ｂと第３の制
御素子３８ｃを通じて第３のスイッチ素子３６ｃと第４のスイッチ素子３６ｄにそれぞれ
電圧信号を出力し、第３のスイッチ素子３６ｃと第４のスイッチ素子３６ｄをオフにし、
このとき第２の出力ポート３９ｂは逆方向電圧源３５が提供する電圧信号を出力する。
【００６７】
　ＣＬＫ１が出力する電圧を起動電圧と逆方向の電圧に転換し、第１のコンデンサ３７ａ
は格納した電圧を第２のスイッチ素子３６ｂに出力して、オンにする。
【００６８】
　このとき、ＣＬＫ２が出力した起動電圧と同じ方向の電圧はオンになった第２のスイッ
チ素子３６ｂを通じて第３のスイッチ素子３６ｃに出力され、第３のスイッチ素子３６ｃ
はＣＬＫ２が出力する起動電圧の制御のもとでオンになり、起動電圧源３４は第３のスイ
ッチ素子３６ｃを介して第２の出力ポート３９ｂから起動電圧を出力するし、起動電圧源
３４は第３のスイッチ素子３６ｃを通じて電圧信号を第４のスイッチ素子３６ｄに出力す
る。
【００６９】
　第４のスイッチ素子３６ｄがオンになった後、逆方向電圧源３５は第４のスイッチ素子
３６ｄを介して第１の出力ポート３９ａから電圧信号を出力する。
【００７０】
　第２のコンデンサ３７ｂは第６のスイッチ素子３６ｆにブートストラップファンクショ
ンを提供し、第６のスイッチ素子３６ｆをオフにさせる。
【００７１】
　ＣＬＫ１が起動電圧と同じ方向の電圧であるとき、第５のスイッチ素子３６ｅがオンに
なり、さらに第６のスイッチ素子３６ｆに起動電圧源３４を提供し、ＣＬＫ２が起動電圧
と同じ方向の電圧であるとき、第５のスイッチ素子３６ｅがオフになり、第６のスイッチ
素子をＣＬＫ２が起動電圧であるときにオフにさせるために、コンデンサの両端を第６の
スイッチ素子の制御端と出力端に接続する必要がある。それは、ＣＬＫ１が起動電圧と同
じ方向の電圧であるとき、起動電圧と同じ方向の電圧はオンである第５のスイッチ素子を
通じて第６のスイッチ素子の制御端に出力されるからである。そしてＣＬＫ２が起動電圧
と同じ方向の電圧であるとき、第５のスイッチ素子がオフになり、第６のスイッチ素子の
制御端はフローティングし、このとき、ＣＬＫ２が起動電圧と同じ方向の電圧であるとき
、第１の出力ポートの出力端は起動電圧と逆方向の電圧となるので、第６のスイッチ素子
の制御端と出力端の電位差は第６スイッチ素子をオンにさせ、第１の出力ポートにも起動
電圧と同じ方向の電圧を出力させて電圧の混乱を招いてしまう。したがって、第６のスイ
ッチ素子の制御端の電圧を制御し、第６のスイッチ素子をオフの状態にするコンデンサが
必要となる。したがって、第２のコンデンサ３７ｂを付け加えることによって、第２のコ
ンデンサ３７ｂのブートストラップファンクションにより第６のスイッチ素子３６ｆの制
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御端電圧を起動電圧源の電圧から逆方向電圧源の電圧に転換し、次のクロック信号の起動
電圧信号を受け付けるまで第６のスイッチ素子３６ｆをオフの状態にさせる。
【００７２】
　第１の出力ポート３９ａが出力する起動電圧と逆方向の電圧は第２の制御素子３８ｂと
第３の制御素子３８ｃをもオフにする。
【００７３】
　ＣＬＫ２が出力する電圧信号が起動電圧と逆方向の電圧であるとき、ＣＬＫ３は起動電
圧と同じ方向の電圧を出力し、第７スイッチ素子３６ｇと第１の制御素子３８ａをオンに
する。第７のスイッチ素子３６ｇがオンになった後、起動電圧源３４は第６のスイッチ素
子３６ｆに電圧信号を出力し、第６のスイッチ素子３６ｆをオンにする。第６のスイッチ
素子３６ｆがオンになった後、起動電圧源３４は第１の出力ポート３９ａから電圧信号を
出力し、起動電圧源３４は第２の制御素子３８ｂと第３の制御素子３８ｃに電圧信号を出
力する。第２の制御素子３８ｂと第３の制御素子３８ｃがオンになった後、逆方向電圧源
３５は第３のスイッチ素子３６ｃ、第２の出力ポート３９ｂ、第４のスイッチ素子３６ｄ
に出力する。第３のスイッチ素子３６ｃと第４のスイッチ素子３６ｄはオフになり、第２
の出力ポート３９ｂは逆方向電圧を出力する。
【００７４】
　本発明が提供するシフトレジスタは、第２の出力ポートからシフトされた電圧信号を出
力し、且つ第１の出力ポートから第２の出力ポートが出力する電圧信号と逆方向の信号を
出力することができ、逆方向の電圧信号を同時に必要とする需要に応えることができる。
したがって、本発明の提供するシフトレジスタによれば、一段下のシフトレジスタに受け
付けた起動電圧を遅延させた後の電圧信号を出力するだけでなく、本段に、一段下のシフ
トレジスタに出力する信号と逆方向の電圧信号を出力することもできる。
【００７５】
　本実施におけるＣＬＫ１、ＣＬＫ２，ＣＬＫ３の起動電圧の継続時間は一周期の１／３
に限らず、起動電圧の継続時間は必要に応じて調整することができ、ＣＬＫ１、ＣＬＫ２
及びＣＬＫ３の起動電圧の出現が時間上つながって循環するものであればよい。即ち、Ｃ
ＬＫ１の起動電圧がオフになったときにＣＬＫ２の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ２の起
動電圧がオフになったときにＣＬＫ３の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ３の起動電圧がオ
フになったときにＣＬＫ１の起動電圧がオンになればよい。
【００７６】
　実施例三
本発明のスイッチ素子と制御素子は電界効果トランジスタ、トライオード、薄膜トランジ
スタのいずれか又はいくつかの組み合わせであってもよい。本実施例において、Ｎチャネ
ル型薄膜トランジスタをスイッチ素子と制御素子の手段として採用し、回路構造は図３と
図４に示すとおりである。
【００７７】
　本実施例は三つのクロック信号、高電圧電源と低電圧電源によってシフトレジスタにお
ける素子のオンとオフを制御する。本実施例が採用するのはＮチャネル型薄膜トランジス
タであるため、本実施例の起動電圧源は高電圧であり、逆方向電圧源は低電圧である。本
実施例において、三つのクロック信号は以下のものが含まれる。ＣＬＫ１は１／３周期ご
とに一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、ＣＬＫ２は１／３
周期ごとに一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起動電
圧の出現はＣＬＫ１の起動電圧より１／３周期遅れて出現し、ＣＬＫ３は１／３周期ごと
に一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起動電圧はＣＬ
Ｋ２の起動電圧より１／３周期遅れて出現し、また、高電圧源Ｖｇｈと低電圧源Ｖｇｌは
、それぞれ起動電圧と同じ方向の電圧と起動電圧と逆方向の電圧を提供する。
【００７８】
　本実施例において、第１のスイッチ素子３６ａは、一つの薄膜トランジスタＭ１を有す
る。当該薄膜トランジスタはＣＬＫ１を受け付ける一つのゲート極と、起動電圧と同じ方
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向の電圧を受け付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ２のゲート極に接続され
る一つのソース極とを有する。Ｍ１はＣＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、受け
付けた電圧信号を充電電圧として第１のコンデンサＣ１（３７ａ）に出力するように制御
し、Ｍ２のオンを制御する。
【００７９】
　第２のスイッチ素子３６ｂは一つの薄膜トランジスタＭ２を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ１のソース極に接続される一つのゲート極と、ＣＬＫ２を受
け付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ３のゲート極に接続される一つのソー
ス極とを有する。Ｍ２はＭ１が出力する制御電圧、第１のコンデンサＣ１が提供する駆動
制御電圧あるいは薄膜トランジスタＭ８が出力する制御電圧の制御のもとでオンまたはオ
フになり、ＣＬＫ２を制御電圧として薄膜トランジスタＭ３に出力するように制御する。
【００８０】
　第１のコンデンサＣ１（３７ａ）はＭ１がオンになって起動電圧信号を付けつけたとき
、Ｍ２に一つの駆動制御電圧を提供するように充電を行う。
【００８１】
　第１のコンデンサＣ１の一端はＭ２のゲート極に接続され、他端はＭ２のソース極に接
続される。
【００８２】
　第３のスイッチ素子３６ｃは一つの薄膜トランジスタＭ３を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ２のソース極に接続される一つのゲート極と、Ｖｇｈを受け
付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ４のゲート極に接続され、且つ第２の出
力ポート３９ｂに接続される一つのソース極とを有する。Ｍ３はＭ２が出力する制御電圧
あるいは薄膜トランジスタＭ９が出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、
Ｖｈｇを制御電圧として薄膜トランジスタＭ４に出力し、同時に第２出力ポート３９ｂに
出力するように制御する。
【００８３】
　第４のスイッチ素子３６ｄは一つの薄膜トランジスタＭ４を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ３のソース極に接続される一つのゲート極と、第１の出力ポ
ート３９ｂに接続される一つのドレイン極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのソース極とを有
する。Ｍ４はＭ３のソース極が出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖ
ｇｌを第１の出力ポート３９ａから出力するように制御し、前記第１の出力ポートは本段
のシフトレジスタの出力として用いてもよい。薄膜トランジスタＭ１０のドレイン極はＭ
４のゲート極に接続される。
【００８４】
　Ｍ１－Ｍ４が順次オンになることで、受け付けた高電圧を遅延して一段下のシフトレジ
スタに出力することができる。
【００８５】
　第５のスイッチ素子３６ｅは一つの薄膜トランジスタＭ５を有する。当該薄膜トランジ
スタは、ＣＬＫ１に接続される一つのゲート極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのドレイン極
と、薄膜トランジスタＭ６のゲート極に接続される一つのソース極とを有する。Ｍ５はＣ
ＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｈを充電電圧として第２のコンデンサＣ
２に出力し、制御電圧として薄膜トランジスタＭ６に出力するように制御する。
【００８６】
　第２のコンデンサＣ２（３７ｂ）はＭ４がオンになってＶｇｌを受け付けたときにＭ６
をオフにする。
【００８７】
　第２のコンデンサＣ２の一端はＭ６のゲート極に接続され、他端はＭ６のソース極に接
続される。
【００８８】
　第６のスイッチ素子３６ｆは一つの薄膜トランジスタＭ６を有する。当該薄膜トランジ
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スタは、薄膜トランジスタＭ５のソース極に接続される一つのゲート極と、Ｖｇｈを受け
付ける一つのドレイン極と、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのソース極とを有
する。Ｍ６は、Ｍ５、薄膜トランジスタＭ７が出力する制御電圧または制御のもとでスイ
ッチ操作を行い、Ｖｇｈを第１の出力ポート３９ａから出力するように制御する。
【００８９】
　第７のスイッチ素子３６ｇは一つの薄膜トランジスタＭ７を有し、当該薄膜トランジス
タは、ＣＬＫ３を受け付ける一つのゲート極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのドレイン極と
、薄膜トランジスタＭ６のゲート極に接続される一つのソース極とを有する。Ｍ７はＣＬ
Ｋ３の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｈを制御電圧としてＭ６に出力するように
制御する。
【００９０】
　第１の制御素子３８ａは一つの薄膜トランジスタＭ８を有し、当該薄膜トランジスタは
、ＣＬＫ３を受け付ける一つのゲート極と、薄膜トランジスタＭ２のゲート極に接続され
る一つのドレイン極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのソース極とを有する。Ｍ８はＣＬＫ３
の制御のもとでスイッチ操作を行い、第１のコンデンサＣ１がＶｇｌに接続された後に放
電するように制御する。
【００９１】
　第２の制御素子３８ｂは一つの薄膜トランジスタＭ９を有し、当該薄膜トランジスタは
、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのゲート極と、薄膜トランジスタＭ３のゲー
ト極に接続される一つのドレイン極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのソース極とを有する。
第１の出力ポート３９ａが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｌをオ
フ電圧としてＭ３に出力するように制御する。
【００９２】
　第３の制御素子３８ｃは一つの薄膜トランジスタＭ１０を有し、当該薄膜トランジスタ
は、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのゲート極と、Ｍ３のソース極に接続され
る一つのドレイン極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのソース極とを有する。第１の出力ポー
ト３９ａが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｌをオフ電圧としてＭ
４に出力し、且つＶｇｌを第２の出力ポート３９ｂから出力するように制御する。
【００９３】
　Ｍ５ないしＭ７は、Ｍ９とＭ１０がオンになった後にＭ３、Ｍ４と第２の出力ポート３
９ｂの出力を制御するよう、第１の出力ポート３９ａに高電圧を提供する。
【００９４】
　Ｍ８はオンになった後に第１のコンデンサＣ１を放電し、Ｍ２をオフにする。
【００９５】
　第２の出力ポート３９ｂが出力するのは受け付けた電圧信号を遅延させた後の電圧信号
であり、当該信号は複数のシフトレジスタが組み合わさった駆動回路において一段下のシ
フトレジスタに入力する信号とすることができ、第１の出力ポート３９ａが出力するのは
第２の出力ポート３９ｂが出力する電圧信号と逆方向の電圧信号であり、同時に逆方向電
圧信号による駆動が必要な回路に提供するために用いられる。
【００９６】
　本実施例の作業フローは以下のとおりであり、シーケンス図は図５に示すとおりである
。ＣＬＫ１、ＣＬＫ２、ＣＬＫ３、起動電圧Ｖｇｈ、逆方向電圧Ｖｇｌは入力信号であり
、第１の出力３９ａと第２の出力３９ｂはシフトレジスタの二つの出力ポートが出力する
電圧信号である。
【００９７】
　Ｍ１はＣＬＫ１の高電圧信号の制御のもとでオンになり、受け付けた高電圧をＭ２に出
力し第１のコンデンサＣ１を充電する。Ｍ５はＣＬＫ１の高電圧信号の制御のもとでオン
になり、高電圧をＭ６に出力し第２のコンデンサＣ２を充電する。Ｍ６はＣＬＫ１の高電
圧信号の制御のもとでオンになり、高電圧を第１の出力ポート３９ａから出力する。Ｍ９
、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力する高電圧のもとでオンになり、低電圧をＭ３、Ｍ４
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に出力し、Ｍ３、Ｍ４をオフにする。低電圧はオンになったＭ１０を通じて第２の出力ポ
ート３９ｂから出力される。
【００９８】
　ＣＬＫ２は高電圧を出力し、同時にＣＬＫ１は低電圧に下がる。Ｍ２は第１のコンデン
サＣ１の充電の作用のもとでオンになり、ＣＬＫ２の高電圧はＭ２を通じてＭ３に出力さ
れる。Ｍ３がオンになった後、高電圧を第２の出力ポート３９ｂとＭ４に出力する。Ｍ４
は高電圧の制御のもとでオンになり、低電圧はＭ４を通じて第１の出力ポート３９ａから
出力される。ＣＬＫ２が起動電圧であるとき、Ｍ６の出力端の電圧はＶｇｌであり、Ｍ６
の制御端と出力端の電位差によってＭ６はオンになり、Ｍ６がオンになった後に高電圧も
第１の出力ポート３９ａから出力され、このとき、第１の出力ポート３９ａは混乱状態に
なる。したがって、第２のコンデンサＣ２を付け加えることによって、ＣＬＫ２が起動電
圧に転換されたとき、第２のコンデンサＣ２のブートストラップファンクションによりＭ
６の制御端の電圧を高電圧から低電圧に転換し、次の高電圧信号を受け付けるまでＭ６を
オフの状態にする。Ｍ９、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力した低電圧の制御のもとでオ
フになる。
【００９９】
　ＣＬＫ３は高電圧を出力し、ＣＬＫ２は低電圧に下がる。Ｍ７はＣＬＫ３の制御もとで
オンになり、高電圧をＭ６に出力し、Ｍ６はオンになった後に高電圧を第１の出力ポート
３９ａから出力する。Ｍ９、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力する高電圧の制御のもとで
オンになり、低電圧をＭ３、第２の出力ポート３９ｂとＭ４に出力し、Ｍ３、Ｍ４がオフ
になる。Ｍ８は第３のクロック信号の制御のもとでオンになり、低電圧を第１のコンデン
サＣ１に出力し、放電させる。
【０１００】
　本実施例におけるＣＬＫ１、ＣＬＫ２とＣＬＫ３の起動電圧の継続時間は一周期の１／
３に限らず、起動電圧の継続時間は必要に応じて調整することができ、ＣＬＫ１、ＣＬＫ
２及びＣＬＫ３の起動電圧の出現が時間上つながって循環するものであればよい。即ち、
ＣＬＫ１の起動電圧がオフになったときにＣＬＫ２の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ２の
起動電圧がオフになったときにＣＬＫ３の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ３の起動電圧が
オフになったときにＣＬＫ１の起動電圧がオンになればよい。
【０１０１】
　実施例四
　本発明におけるスイッチ素子と制御素子は電界効果トランジスタ、トライオード、薄膜
トランジスタのいずれか又はいくつかの組み合わせであってもよい。本実施例において、
Ｐチャネル型薄膜トランジスタをスイッチ素子と制御素子の手段として採用し、回路構造
は図３と図６に示すとおりである。
【０１０２】
　本実施例は三つのクロック信号、高電圧電源と低電圧電源によってシフトレジスタにお
ける素子のオンとオフを制御する。本実施例が採用するのはＰチャネル型薄膜トランジス
タであるため、本実施例の起動電圧源は低電圧であり、逆方向電圧源は高電圧である。本
実施例において、三つのクロック信号には以下のものが含まれる。ＣＬＫ１は１／３周期
ごとに一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、ＣＬＫ２は１／
３周期ごとに一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起動
電圧の出現は第１のクロック信号の起動電圧より１／３周期遅れて出現し、ＣＬＫ３は１
／３周期ごとに一つの長さ１／３周期の電圧シフトモジュール起動電圧が出現し、且つ起
動電圧はＣＬＫ２の起動電圧より１／３周期遅れて出現し、また、高電圧源Ｖｇｈと低電
圧源Ｖｇｌは、それぞれ起動電圧と同じ方向の電圧と起動電圧と逆方向の電圧を提供する
。
【０１０３】
　当該シフトレジスタは以下のものを有する。
【０１０４】
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　第１の出力素子３６ａは、一つの薄膜トランジスタＭ１を有する。当該薄膜トランジス
タはＣＬＫ１を受け付ける一つのゲート極と、起動電圧と同じ方向の電圧即ち本実施例に
おけるＶｇｌを受け付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ２のゲート極に接続
される一つのソース極とを有する。Ｍ１はＣＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、
受け付けた電圧を充電電圧として第１のコンデンサＣ１に出力するように制御し、Ｍ２の
オンを制御する。
【０１０５】
　第２のスイッチ素子３６ｂは一つの薄膜トランジスタＭ２を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ１のソース極に接続される一つのゲート極と、ＣＬＫ２を受
け付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ３のゲート極に接続される一つのソー
ス極とを有する。Ｍ２はＭ１が出力する制御電圧、第１のコンデンサＣ１が提供する駆動
制御電圧あるいは薄膜トランジスタＭ８が出力する制御電圧の制御のもとでオンまたはオ
フになり、ＣＬＫ２を制御電圧として薄膜トランジスタＭ３に出力するように制御する。
【０１０６】
　第１のコンデンサＣ１（３７ａ）はＭ１がオンになって起動信号を付けつけたとき、Ｍ
２に一つの駆動制御電圧を提供するように充電を行う。
【０１０７】
　第１のコンデンサＣ１の一端はＭ２のゲート極に接続され、他端はＭ２のソース極に接
続される。
【０１０８】
　第３のスイッチ素子３６ｃは一つの薄膜トランジスタＭ３を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ２のソース極に接続される一つのゲート極と、Ｖｇｌを受け
付ける一つのドレイン極と、薄膜トランジスタＭ４のゲート極に接続され、且つ第２の出
力ポート３９ｂに接続される一つのソース極とを有する。Ｍ３はＭ２が出力する制御電圧
あるいは薄膜トランジスタＭ９が出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、
ＶｇｌをＭ４に出力してＭ４を制御し、且つ第２出力ポート３９ｂにＶｇｌを出力する。
【０１０９】
　薄膜トランジスタＭ９のドレイン極はＭ３のゲート極に接続される。
【０１１０】
　第４のスイッチ素子３６ｄは一つの薄膜トランジスタＭ４を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ３のソース極に接続される一つのゲート極と、第１の出力ポ
ート３９ｂに接続される一つのドレイン極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのソース極とを有
する。Ｍ４はＭ３のソース極が出力する制御電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖ
ｇｈを第１の出力ポート３９ａから出力するように制御する。薄膜トランジスタＭ１０の
ドレイン極はＭ４のゲート極に接続される。
【０１１１】
　Ｍ１－Ｍ４が順次オンになることで、受け付けた起動電圧である低電圧を遅延して一段
下のシフトレジスタに出力する。
【０１１２】
　第５のスイッチ素子３６ｅは一つの薄膜トランジスタＭ５を有する。当該薄膜トランジ
スタは、ＣＬＫ１を受け付ける一つのゲート極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのドレイン極
と、薄膜トランジスタＭ６のゲート極に接続される一つのソース極とを有する。Ｍ５はＣ
ＬＫ１の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｌを充電電圧として第２のコンデンサＣ
２に出力し、制御電圧として薄膜トランジスタＭ６に出力するように制御する。
【０１１３】
　第２のコンデンサＣ２（３７ｂ）は第４のスイッチ素子３６ｄがオンになってＶｇｈを
受け付けたときにＭ６をオフにする。
【０１１４】
　第２のコンデンサの一端はＭ６のゲート極に接続され、他端はＭ６のソース極に接続さ
れる。
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【０１１５】
　第６のスイッチ素子３６ｆは一つの薄膜トランジスタＭ６を有する。当該薄膜トランジ
スタは、薄膜トランジスタＭ５のソース極に接続される一つのゲート極と、Ｖｇｌを受け
付ける一つのドレイン極と、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのソース極とを有
する。Ｍ６は、Ｍ５、薄膜トランジスタＭ７が出力する制御電圧または制御のもとでスイ
ッチ操作を行い、Ｖｇｌを第１の出力ポート３９ａから出力するように制御する。
【０１１６】
　第７のスイッチ素子３６ｇは一つの薄膜トランジスタＭ７を有する。当該薄膜トランジ
スタは、ＣＬＫ３を受け付ける一つのゲート極と、Ｖｇｌを受け付ける一つのドレイン極
と、薄膜トランジスタＭ６のゲート極に接続される一つのソース極とを有する。Ｍ７はＣ
ＬＫ３の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｌを制御電圧としてＭ６に出力するよう
に制御する。
【０１１７】
　第１の制御素子３８ａは一つの薄膜トランジスタＭ８を有する。当該薄膜トランジスタ
は、ＣＬＫ３を受け付ける一つのゲート極と、薄膜トランジスタＭ２のゲート極に接続さ
れる一つのドレイン極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのソース極とを有する。Ｍ８はＣＬＫ
３の制御のもとでスイッチ操作を行い、第１のコンデンサＣ１がＶｇｈに接続された後に
放電ように制御する。
【０１１８】
　第２の制御素子３８ｂは一つの薄膜トランジスタＭ９を有する。当該薄膜トランジスタ
は、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのゲート極と、薄膜トランジスタＭ３のゲ
ート極に接続される一つのドレイン極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのソース極とを有する
。第１の出力ポート３９ａが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｈを
オフ電圧としてＭ３に出力するように制御する。
【０１１９】
　第３の制御素子３８ｃは一つの薄膜トランジスタＭ１０を有する。当該薄膜トランジス
タは、第１の出力ポート３９ａに接続される一つのゲート極と、Ｍ３のソース極に接続さ
れる一つのドレイン極と、Ｖｇｈを受け付ける一つのソース極とを有する。第１の出力ポ
ート３９ａが出力する電圧の制御のもとでスイッチ操作を行い、Ｖｇｈをオフ電圧として
Ｍ４に出力し、且つＶｇｈを第２の出力ポート３９ｂに出力するように制御する。
【０１２０】
　Ｍ５ないしＭ７は、Ｍ９とＭ１０がオンになった後にＭ３、Ｍ４を制御してＭ３、Ｍ４
をオフにし、且つＶｇｈを第２の出力ポート３９ｂから出力するように、第１の出力ポー
ト３９ａに低電圧を提供する。
【０１２１】
　Ｍ８はオンになった後に第１のコンデンサＣ１を放電し、Ｍ２をオフにする。
【０１２２】
　第２の出力ポート３９ｂが出力するのは受け付けた電圧信号を遅延させた後の電圧信号
であり、当該信号は複数のシフトレジスタが組み合わさった駆動回路において一段下のシ
フトレジスタに入力する信号とすることができ、第１の出力ポート３９ａが出力するのは
第２の出力ポート３９ｂが出力する電圧信号と逆方向の電圧信号であり、同時に逆方向電
圧信号による駆動が必要な回路に提供するために用いられる。
【０１２３】
　本実施例の作業フローは以下のとおりであり、シーケンス図は図７に示すとおりである
。ＣＬＫ１、ＣＬＫ２、ＣＬＫ３、逆方向電圧Ｖｇｈ、起動電圧Ｖｇｌは入力信号であり
、第１の出力３９ａと第２の出力３９ｂはシフトレジスタの二つの出力ポートが出力する
電圧信号である。
【０１２４】
　Ｍ１はＣＬＫ１の低電圧信号の制御のもとでオンになり、受け付けた起動電圧と同じ方
向の電圧をＭ２に出力し第１のコンデンサＣ１を充電する。Ｍ５はＣＬＫ１の低電圧信号
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の制御のもとでオンになり、低電圧をＭ６に出力し第２のコンデンサＣ２を充電する。Ｍ
６はＣＬＫ１の低電圧信号の制御のもとでオンになり、低電圧を第１の出力ポート３９ａ
から出力する。Ｍ９、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力する低電圧のもとでオンになり、
高電圧をＭ３、Ｍ４に出力し、Ｍ３、Ｍ４をオフにする。高電圧はオンになったＭ１０を
通じて第２の出力ポート３９ｂから出力される。
【０１２５】
　ＣＬＫ２は低電圧を出力し、同時にＣＬＫ１は高電圧に上がる。ＣＬＫ１が低電圧を出
力するときに第１のコンデンサＣ１に蓄積した電圧は、ＣＬＫ２が低電圧を出力するとき
にＭ２に提供され、Ｍ２は第１のコンデンサＣ１の充電電圧の作用のもとでオンになり、
ＣＬＫ２の低電圧はＭ２を通じてＭ３に出力される。Ｍ３がオンになった後、低電圧を第
２の出力ポート３９ｂとＭ４に出力する。Ｍ４は低電圧の制御のもとでオンになり、高電
圧はＭ４を通じて第１の出力ポート３９ａから出力される。ＣＬＫ２が低電圧であるとき
、Ｍ６の出力端の電圧はＶｇｈであり、Ｍ６の制御端はフローリングするため、Ｍ６の出
力端と制御端の電位差によってＭ６はオンになり、低電圧も第１の出力ポート３９ａから
出力され、このとき、第１の出力ポート３９ａは混乱状態になる。したがって、第２のコ
ンデンサＣ２を付け加えることによって、第２のコンデンサＣ２のブートストラップファ
ンクションによりＭ６の制御端の電圧を低電圧から高電圧に転換し、次の高電圧信号を受
け付けるまでＭ６をオフの状態にする。Ｍ９、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力した高電
圧の制御のもとでオフになる。
【０１２６】
　ＣＬＫ３は低電圧を出力し、ＣＬＫ２は高電圧に上がる。Ｍ７は第３のクロック信号の
制御もとでオンになり、低電圧をＭ６に出力し、Ｍ６はオンになった後に低電圧を第１の
出力ポート３９ａから出力する。Ｍ９、Ｍ１０は第１の出力ポートが出力する低電圧の制
御のもとでオンになり、高電圧をＭ３、第２の出力ポート３９ｂとＭ４に出力し、Ｍ３、
Ｍ４がオフになる。Ｍ８はＣＬＫ３の制御のもとでオンになり、高電圧を第１のコンデン
サＣ１に出力し、放電させる。
【０１２７】
　本実施例におけるＣＬＫ１、ＣＬＫ２とＣＬＫ３の起動電圧の継続時間は一周期の１／
３に限らず、起動電圧の継続時間は必要に応じて調整することができ、ＣＬＫ１、ＣＬＫ
２及びＣＬＫ３の起動電圧の出現が時間上つながって循環するものであればよい。即ち、
ＣＬＫ１の起動電圧がオフになったときにＣＬＫ２の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ２の
起動電圧がオフになったときにＣＬＫ３の起動電圧がオンになり、ＣＬＫ３の起動電圧が
オフになったときにＣＬＫ１の起動電圧がオンになればよい。
【０１２８】
　本発明は複数のシフトレジスタが組み合わさって構成される駆動回路を更に提供する。
以下、図面を用いて本発明の駆動回路について説明する。
【０１２９】
　図８に示すように、駆動回路は第１段のシフトレジスタ８１と、最後の段のシフトレジ
スタ８Ｎと、少なくとも一つの中間の段のシフトレジスタ８２～８Ｎ－１から構成される
。それぞれのシフトレジスタは上記の各実施例における前記シフトレジスタを採用し、各
シフトレジスタの間はカスケード接続方式を用いて接続される。それぞれのシフトレジス
タは二つの出力ポートを有し、第１の出力ポートが出力する電圧信号は受け付けた電圧信
号がシフトされた後に出力する電圧信号であり、第２の出力ポートが出力する電圧信号は
第１の出力ポートが出力する電圧信号と逆方向の電圧信号である。それぞれの段のシフト
レジスタの電圧シフトモジュールは起動電圧と同じ方向の電圧を受け付ける。
【０１３０】
　第１段のシフトレジスタ８１は、起動電圧と同じ方向の電圧を受け付け、当該起動電圧
と同じ方向の電圧は外部からのトリガであり、第２の出力ポート３９ｂから一段下のシフ
トレジスタの電圧シフトモジュールに電圧を出力し、且つ第１の出力ポート３９ａから第
２の出力ポート３９ｂが出力する電圧と逆方向の電圧を出力するために用いられる。
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【０１３１】
　それぞれの中間の段のシフトレジスタ８２～８Ｎ－１は一段上のシフトレジスタの第２
の出力ポート３９ｂが出力する電圧を受け付け、第２の出力ポート３９ｂから一段下のシ
フトレジスタの電圧シフトモジュールに電圧を出力し、且つ第１の出力ポート３９ａから
第２の出力ポート３９ｂが出力する電圧と逆方向の電圧を出力するために用いられる。
【０１３２】
　最後の段のシフトレジスタ８Ｎは一段上のシフトレジスタの第２の出力ポート３９ｂが
出力する電圧を受け付け、且つ第１の出力ポート３９ａから第２の出力ポート３９ｂが出
力する電圧と逆方向の電圧を出力するために用いられる。
【０１３３】
　一段上のシフトレジスタの第２の出力ポートが出力する電圧を一段下のシフトレジスタ
の電圧シフトモジュールに入力する。また、一段上のシフトレジスタの第１の起動電圧信
号をオフにするように制御した後、一段下のシフトレジスタの第１の起動電圧信号をオン
にするように制御する。
【０１３４】
　図８における実施例では、シフトレジスタ８１は駆動回路における第１段のシフトレジ
スタである。シフトレジスタ８２はシフトレジスタ８１の一段下のシフトレジスタであり
、シフトレジスタ８３はシフトレジスタ８２の一段下のシフトレジスタであり、といった
具合に、８Ｎの最後の段のシフトレジスタまで類推する。それぞれのシフトレジスタはい
ずれもＣＬＫ１、ＣＬＫ２とＣＬＫ３によって制御される。そして、ＣＬＫ１が先に一つ
の起動電圧を出現させ、ＣＬＫ１の起動電圧がオフになった後にＣＬＫ２に一つの起動電
圧が一つの起動電圧を出現させ、ＣＬＫ２の起動電圧がオフになった後にＣＬＫ３に一つ
の起動電圧が出現され、ＣＬＫ３の起動電圧がオフになった後にＣＬＫ１に一つの起動電
圧が出現される。
【０１３５】
　シフトレジスタ８１の第１の起動電圧信号８１ａはＣＬＫ１から入力され、第２の起動
電圧信号８１ｂはＣＬＫ２から入力され、第３の起動電圧信号８１ｃはＣＬＫ３から入力
される。また、シフトレジスタ８１の一段下のシフトレジスタであるシフトレジスタ８２
の第１の起動電圧信号８２ａはＣＬＫ２から入力され、第２の起動電圧信号８２ｂはＣＬ
Ｋ３から入力され、第３の起動電圧信号８２ｃはＣＬＫ１から入力される、といった具合
に類推していく。このように、一段上のシフトレジスタの第１の起動電圧信号がオフにな
った後に一段下のシフトレジスタの第１の起動電圧信号がオンになるように制御する。即
ち、一段下のシフトレジスタの第１のクロック信号のクロックはいずれも一段上のシフト
レジスタの第１のクロック信号のクロックより１／３周期遅れる。本実施例において、三
つのクロック信号の起動電圧期間は同一であるが、実際の応用ではこのような制限はなく
、一つ前の起動信号がオフになった後に一つ後の起動信号がオンになり、三つのクロック
信号が順次に循環してオンになればよい。
【０１３６】
　本実施例の駆動回路において、初めのシフトレジスタが受け付ける信号は外部からのト
リガであり、中間の段のシフトレジスタと最後の段のシフトレジスタが受け付ける信号は
いずれも自身と接続されている一段上のシフトレジスタの第２の出力ポートが出力した電
圧である。同時に、それぞれの段のシフトレジスタはいずれも第１の出力ポートから第２
の出力ポートが出力する電圧と逆方向の電圧を本段の出力として出力する。
【０１３７】
　本実施例における駆動回路は、複数の本発明におけるシフトレジスタから構成される。
それぞれのシフトレジスタはいずれも自身が受け付けた起動電圧を遅延させて出力し、且
つ遅延させた電圧と逆方向の電圧も出力する。このように、画素回路において同じ方向と
逆方向の二種類の電圧が同時に必要となる場合、本発明の提供する電圧はこのような要求
を満たすことができる。
【０１３８】
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　本発明が提供する表示装置の実施例は、それぞれの表示装置において、上記駆動回路を
取り付けるものである。駆動回路は少なくとも二つのシフトレジスタを有し、すべてのシ
フトレジスタはカスケード接続方式で接続される。
【０１３９】
　本発明は更に逆方向の出力を有するシフトレジスタにおけるシフト方法を提供し、以下
に図９を用いて本発明の方法の実施例を説明する。
【０１４０】
　ステップＳ９０１において、電圧シフトモジュールは第１の起動電圧の制御のもとで起
動電圧と同じ方向の電圧を受け付け、第２の起動電圧の制御のもとで第２の出力ポートか
ら起動電圧と同じ方向の電圧を出力する。
【０１４１】
　ステップＳ９０２において、電圧逆方向モジュールは受け付けた前記電圧シフトモジュ
ールが出力した電圧の制御のもとで、起動電圧と逆方向の電圧を前記第１の出力ポートか
ら出力し、第１の起動電圧と第３の起動電圧の制御のもとで起動電圧と同じ方向の電圧を
前記第１の出力ポートから出力する。
【０１４２】
　ステップＳ９０３において、補充電圧モジュールは受け付けた前記電圧逆方向モジュー
ルが出力する電圧の制御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出力したときに、
前記第２の出力ポートから前記起動電圧と逆方向の電圧を出力する。
【０１４３】
　ステップＳ９０４において、電圧シフト制御モジュールは受け付けた第３の起動電圧の
制御のもとで、電圧逆方向モジュールが起動電圧を出力したときに、電圧シフトモジュー
ルのオフを制御する。
【０１４４】
　ただし、前記第１の起動電圧信号、前記第２の起動電圧信号、前記第３の起動電圧信号
は順次に循環して出現する。
【０１４５】
　当業者は、本発明の趣旨と範囲を逸脱することなく本発明に対して各種変更及び変形を
行うことができることは明らかである。このように、これらの変更及び変形が本発明の特
許請求の範囲及びその同視できる技術的範囲内であれば、本発明はこれらの変更及び変形
を含む意味を有する。
【符号の説明】
【０１４６】
　１１　　ＤＡＴＡ信号
　１２　　ＧＡＴＥ信号
　１３　　ＲＥＳＥＴ信号
　１４　　ＶＤＤ信号
　１５　　ＥＭＩＳＳＩＯＮ信号
　２１　　電圧シフトモジュール
　２２　　電圧逆方向モジュール
　２３　　補充電圧モジュール
　２４　　電圧シフト制御モジュール
　２５　　電圧安定モジュール
　２６　　電圧安定制御モジュール
　３９ａ　第１の出力ポート
　３９ｂ　第２の出力ポート
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